









































氏 名 1  官下 奈緒
(論文審査の結果の要旨)
サツマイモネコブセンチュウ (以下、本線虫と略する)は世界的にも重要な植物内部
寄生性線虫であるだけでなく、石川県でもサツマイモや加賀丸いも、トマ トなど多くの
農作物に寄生し、甚大な被害をもたらす最重要病害虫の一つである。しかし、本線虫は
棲息場所が作物の根内であるため感染行動については充分に解明されていない。一方、
本線虫の防除に用いられている土壌くん蒸剤は環境に及ぼす影響が大であることから、
環境保全に配慮 した防除法の開発が求められている。本研究は、これらの点に焦点を当
て、新たな視点から研究を展開したものであり、評価されるべき点は下記の通 りである。
まず、これまでの本線虫の感染生態に関する研究をレビューして、これまでの感染行
動の研究が2期幼虫についてのみで、その後生育した線虫については、根こぶの発達
によつて生きた状態での光顕観察が困難なことから、研究がほとんど進展 していない
ことを指摘した。
そこで、根こぶが形成 している根内に寄生している本線虫の感染行動を明らかにする
ために、マイクロスライサーを用いて生きた雌成虫を含む切片を作製 して、感染行動
をビデオに記録する方法を開発 した。
これにより、従来ほとんど動かないとされていた雌成虫が規則的な吸餌行動を活発に
行つていることを示 した。この成果は、本線虫の吸餌行動研究への突破 口を開いたも
のであり、今後、吸餌部位での様々な物質や遺伝子の移行についての応用研究が期待
される。
生きた本線虫の吸餌行動の観察から、2期幼虫は頭部全体を動かすのに対し、雌成虫
の頭部は寄主細胞で固定され、先端部のみを動かすことを明らかにした。雌成虫の頭
部先端は蛇腹状に折 りたたまれており、その部分を前後左右に自在に動かすことによ
つて、充分に吸餌行動ができることを明らかにした。2期幼虫には蛇腹状構造がない
ため、頭部全体を動かすものと推察される。
線虫への養分供給源である巨大細胞の3次元構造の微細構造解析に、初めてオスミウ
ム浸軟法を応用した。その結果、従来の透過電顕での2次元的像では確認されなかつ
たprovacuOleの存在を明らかにし、これらが液胞と連結し、さらに小胞体、ゴルジ
体等も含めたネットワークを形成 していることを示した。
環境に配慮した線虫防除法として注目されている糖蜜土壌還元消毒法を、栽培期間の
長いキュウリで活用できる条件を明らかにするための圃場試験を行つた。その結果、
糖蜜還元消毒が、定植前の線虫密度を低減させることを実証した。しかし、栽培終了
後の根こぶ発生の試験結果では、糖蜜還元消毒処理だけでは防除は不十分で、一種類
の粒剤を併用することで防除できることを実証した。慣行では2種類の粒剤用いると
ころを、.本法では一種類の粒剤に減らせるという点で、意義のある結果である。
よつて、本論文は博士 (生物資源環境学)の学位論文として価値あるものと認める。
なお、平成27年2月27日、論文並びにそれに関連 した分野にわたり試問した結果、博
士 (生物資源環境学)の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。
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